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議
会
運
営
委
員
の
８
人
は
、

昨
年
10
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
、

議
会
基
本
条
例
、
議
会
改
革
に

つ
い
て
、
田
原
市
と
鳥
羽
市
の

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

〈
愛
知
県
田
原
市
〉

　

渥
美
半
島
の
ほ
ぼ
全
域
を
市

域
と
し
、
平
成
15
年
８
月
に
２

町
が
合
併
し
市
制
を
施
行
し
、

そ
の
後
平
成
17
年
10
月
に
１
町

が
合
併
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
４
月
１
日
現
在
の
人

口
は
６
万
５
千
余
人
で
、
面
積

は
約
１
８
９
平
方
㌔
㍍
で
す
。

　

同
市
議
会
で
は
、
平
成
22
年

12
月
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
、
特
徴
的
な
こ
と
は
当
局
へ

の
反
問
権
と
い
う
規
定
を
設
け

ず
に
確
認
の
機
会
を
付
与
し
、

お
互
い
自
由
に
議
論
し
て
も
ら 

う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
議
員
政
治
倫
理
制
度
や
、

議
会
に
よ
る
行
政
評
価
を
実
施

す
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

〈
三
重
県
鳥
羽
市
〉

　

志
摩
半
島
の
北
部
を
市
域
と

し
て
、
四
つ
の
有
人
島
を
包
含

す
る
特
異
な
都
市
形
態
を
し
て

い
ま
す
。
昨
年
４
月
１
日
現
在

の
人
口
は
２
万
千
余
人
で
、
面

積
は
約
１
０
８
平
方
㌔
㍍
で
す
。

　

平
成
23
年
４
月
に
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
議
会
の
見
え
る

化
の
ほ
か
、
積
極
的
に
Ｉ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
な
ど
、
市
民
か
ら

も
議
会
が
分
か
り
や
す
く
な
っ

た
な
ど
好
評
と
の
こ
と
で
す
。

　

昨
年
11
月
17
日
か
ら
19
日
ま

で
、
佐
賀
県
武
雄
市
、
熊
本
県

合
志
市
及
び
山
鹿
市
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

〈
佐
賀
県
武
雄
市
〉

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
つ
い
て
及
び
行

財
政
改
革
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。
市
長
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
ス
ピ
ー
ド
は
最
大
の
付
加
価

値
を
ま
さ
に
体
現
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
し
た
。
職
員
か
ら
は

武
雄
市
役
所
は
３
６
５
日
24
時

間
開
い
て
い
る
と
の
気
概
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
視
察
に
先
立
ち
、
年
中

無
休
の
市
立
武
雄
図
書
館
を
現

地
視
察
し
ま
し
た
。

〈
熊
本
県
合
志
市
〉

　

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。
自
治
基
本
条
例

は
、
自
治
体
運
営
の
主
体
者
と

し
て
の
市
民
、
議
会
、
行
政
の

三
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
と

感
じ
ま
し
た
。

〈
熊
本
県
山
鹿
市
〉

　

田
園
観
光
都
市
づ
く
り
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。
山
鹿
温

泉
元
湯
と
し
て
の
さ
く
ら
湯
や

国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
明

治
時
代
の
芝
居
小
屋
「
八
千
代

座
」
な
ど
を
中
心
と
し
て
の
観

光
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
観
光
客
増
加
対
策
と
し

て
積
極
的
に
県
外
へ
の
宣
伝
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
八

千
代
座
で
は
、
舞
台
奈
落
な
ど

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
５
日
か
ら
７
日
ま

で
、
熊
本
県
人
吉
市
と
鹿
児
島

県
南
九
州
市
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

〈
熊
本
県
人
吉
市
〉

　

熊
本
県
の
南
部
に
位
置
し
、

相
良
７
０
０
年
の
歴
史
を
物
語

る
多
く
の
重
要
文
化
財
が
存
在

し
、
九
州
の
南
北
を
結
ぶ
九
州

自
動
車
道
、
Ｓ
Ｌ
人
吉
な
ど
地

域
公
共
交
通
の
整
備
も
図
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

視
察
で
は
人
吉
球
磨
は
、
ひ

な
ま
つ
り
等
イ
ベ
ン
ト
事
業
、

球
磨
川
下
り
等
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
観
光
情
報
を
動
画
配
信
し
た

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
配
信
や
観
光
無
料

ア
プ
リ
の
作
成
な
ど
観
光
行
政

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

〈
鹿
児
島
県
南
九
州
市
〉

　

薩
摩
半
島
の
南
部
に
位
置
し
、

知
覧
特
攻
平
和
会
館
や
武
家
屋

敷
群
で
有
名
な
市
で
す
。

　

視
察
で
は
み
ん
な
の
ま
ち
づ

く
り
参
加
条
例
に
つ
い
て
、
条

例
制
定
の
経
緯
、
条
例
の
概
要
、

市
民
の
参
加
意
欲
を
促
す
工
夫
、

市
民
政
策
提
案
制
度
、
条
例
を

活
用
し
た
今
後
の
取
り
組
み
や

課
題
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
市
民
参
加
の
方
法

を
体
系
化
し
た
も
の
が
こ
の
条

例
で
あ
る
の
で
、
条
例
に
基
づ

い
て
適
切
な
市
民
参
加
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
市
民
へ
の
周
知
方
法
も

工
夫
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
行
政
視
察

　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
行
政
視
察

　
市
民
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
行
政
視
察
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11
月

　

▽
５
日
～
７
日　

市
民
経
済

　

常
任
委
員
会
が
熊
本
県
人
吉

　

市
と
鹿
児
島
県
南
九
州
市
に

　

行
政
視
察

　

▽
６
日
～
７
日　

教
育
福
祉

　

常
任
委
員
会
が
秋
田
県
横
手

　

市
に
行
政
視
察

　

▽
７
日　

北
海
道
千
歳
市
議

　

会
が
視
察
来
庁

　

▽
８
日　

長
崎
県
諫
早
市
議

　

会
が
視
察
来
庁

　

▽
14
日　

静
岡
県
沼
津
市
議

　

会
が
視
察
来
庁

　

▽
17
日
～
19
日　

総
務
企
画

　

常
任
委
員
会
が
佐
賀
県
武
雄

　

市
と
熊
本
県
合
志
市
及
び
山

　

鹿
市
に
行
政
視
察

　

▽
18
日
～
20
日　

建
設
水
道

　

常
任
委
員
会
が
大
分
県
日
田

　

市
と
熊
本
県
宇
城
市
に
行
政

　

視
察

　

▽
19
日　

福
島
県
田
村
市
議

　

会
が
視
察
来
庁

　

▽
20
日　

静
岡
県
伊
豆
の
国

　

市
議
会
が
視
察
来
庁

　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
で
は
、

昨
年
11
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で

の
３
日
間
で
、
調
査
事
項
を
水

道
料
金
の
統
一
に
つ
い
て
と
企

業
立
地
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
の
２

つ
に
絞
り
、
大
分
県
日
田
市
及

び
熊
本
県
宇
城
市
へ
調
査
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

〈
大
分
県
日
田
市
〉

　

水
道
料
金
統
一
の
経
緯
が
本

市
と
類
似
す
る
事
項
が
あ
り
、

当
初
最
大
で
６
倍
の
価
格
差
が

あ
り
ま
し
た
。
平
成
17
年
３
月

に
２
町
３
村
の
編
入
合
併
後
、

天
瀬
温
泉
の
大
口
使
用
者
に
対

す
る
扱
い
や
方
針
を
早
期
に
市

民
に
周
知
し
、
理
解
を
求
め
、

10
年
間
の
経
過
措
置
や
内
部
検

討
等
を
重
ね
、
平
成
25
年
３
月

議
会
で
可
決
・
成
立
し
、
統
一

料
金
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

〈
熊
本
県
宇
城
市
〉

　

平
成
17
年
１
月
に
５
町
が
合

併
し
、
平
成
21
年
３
月
に
、
市

の
企
業
誘
致
情
報
発
信
に
あ
た

り
、
企
業
立
地
ガ
イ
ド
を
作
成

し
ま
し
た
。
作
成
理
由
と
し
て
、

市
の
産
業
振
興
、
雇
用
促
進
、

市
街
地
の
形
成
、
ま
ち
づ
く
り

と
将
来
の
自
主
財
源
を
確
保
す

る
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
に
お
い
て
は
撤
退
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
企
業
訪

問
を
行
い
関
連
企
業
や
仕
入
れ

先
等
の
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
で
は

昨
年
11
月
６
日
か
ら
７
日
に
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

〈
秋
田
県
横
手
市
〉

　

同
市
で
は
第
１
期
～
第
４
期

介
護
福
祉
事
業
計
画
、
高
齢
者

福
祉
計
画
に
基
づ
き
さ
ま
ざ
ま

な
市
独
自
の
健
康
づ
く
り
、
認

知
症
予
防
、
関
係
機
関
と
の
連

携
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
支
援

を
展
開
中
で
あ
り
、
こ
の
実
績

の
う
え
に
第
５
期
の
計
画
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
に
助
け
合
う
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構
築
を
作
成
、

高
齢
者
世
帯
へ
の
雪
対
策
支
援
、

寄
合
場
所
づ
く
り
、
買
物
支
援
、

移
動
手
段
支
援
、
暮
ら
し
や
す

い
住
宅
環
境
整
備
、
認
知
症
高

齢
者
へ
の
支
援
、
医
療
と
の
連

携
、
事
業
者
の
参
入
な
ど
に
よ

り
介
護
サ
ー
ビ
ス
普
及
が
急
速

に
進
み
、
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

○
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
及

び
治
療
等
に
関
す
る
請
願
書

〈
要
旨
〉

　

脳
脊
髄
液
減
少
症
に
有
用
な

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
治
療

基
準
を
策
定
し
、
平
成
26
年
度

に
保
険
適
用
に
す
る
。
ま
た「
診

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
早
期
作

成
と
患
者
・
家
族
の
支
援
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
な
ど
。

（
請
願
者
　
群
馬
県
脳
脊
髄
液

減
少
症
患
者
会
）

○
「
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
」

学
校
別
結
果
公
表
反
対
を
求
め

る
請
願

〈
要
旨
〉

　

学
校
別
結
果
公
表
は
、
学
校

の
序
列
化
や
過
度
な
競
争
を
進

め
、
競
争
教
育
を
一
層
激
化
さ

せ
る
。
よ
っ
て
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
学
校
別
の
公
表

を
認
め
な
い
こ
と
な
ど
。

（
請
願
者
　
全
群
馬
教
職
員
組

合
） 不

採
択

採
　
択
請
願
・
陳
情

議 

会 

往 

来

　
建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
行
政
視
察

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
行
政
視
察

※脳脊髄液減少症
　何らかの理由で脳脊髄液が減少し、頭痛や様々な全身症状
　が現れる疾患

※ブラッドパッチ療法
　脳脊髄液が漏れ出している部分に自家血を注入して、
　漏出を止める治療法


